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天理教教理史断章（96）

近愛文書  ⑰ 	 おやさと研究所員
安井　幹夫　Mikio Yasui

（8 月号続き）くれたへ　これで十年祭すゞやかてけた　ごく
ろふであつたへ　さしづへ　さしつけつこふとおもふてこ
そけつこふ　へをもわんから　さしずわしやま」（117 ウ）
になるへ　一人二人の里わいらん　とをしてなりと国々まで
とをりてきた　さしすからてたもの　十年あと一ツの里わから
んから　さしすわしやまになる　さしずしやまになれバ　すつ
きりさしすわせん　十のものなら一ツももちいられん　さしす
にまたかさか　かゝりたる　里にふゑたる　これたけの事　ゆ
ゑばわかるやろ　みなちからとこにある　ちからあれはわかる
　ちからないから」（118 オ）
わからん　ちからないものハとふもしやない　あすからのこり
せきしてしもふ　すつきりしてしまふ　ミなへいさんでかや
すでへ　いなしてしまふ　これたけさしつしてをいたらわか
る　くさりたさしすも　をきてくる日かある　こんなさしずか
と　三寸そとへハきかされんやろ　かゝみやしきに　さしずハ
すこしわじやまにならせんか　やれへよふたすけきてくれた
へ」（118 ウ）
やれへらくになつた
（注）	おさしづ書では「明治 29年３月 21日　夜 8時 50 分　刻

限」である。
45　三月廿七日　夜八時刻限
アゝへかたいへへ　かたい処またへかたいものにある
　くろふでへ　とんととんならん　もふへくるしむよふな
もの　どんならんへ　まあへはしめかけたへ　世界の事
もあつまりできた　とんな事もはなせへ　はなしあいしたた
けてわなんにもならん　これ」（119 オ）
をこふしたとゆふきまりたはなしわない　それがとふもならん
へ　なれとこれからわこふときまりはなしわない　それがと
ふもならんへ　なれとこれからわこふとゆふきまりた事わな
い　それやからけさのかゝりわ　身上すつきりのよふにおもい
　これでらくになつたと　はたへみゑてあつたやろ　まため
いへもそふおもふた　かゞみやしき　さあはしまりかけた」
(119 ウ )
さあうれしいな　ひるからハとふやろふ　すこしわあろふなれ
と　たんとわないやろふ　ゑらい処へきたのふ　まふこれゆふ
ているまに　それへめゑがでかける　てかけたら一日もはよ
ふなあへ　事情をさつして心をくんて　道をはやくあけてや
れへ　もふなにもかもさしず通り　あくあかんわ二だんにし
てみよ　よかつたらしよかいの里にさためてくれ（120 オ）
（注）	明治 29年 3月 27 日のおさしづ。

46　同廿七日　夜　平野楢　胸ノせまりニ付御願
あんせる事わいらんへ　ぐるりからミなせまりたる　そふや
によつて　はやくへ道をへ　ほんの一こと一寸といたるか
ら　此里にもとづいてくれ　ながへのみちでありたやろ　い
まゝでハおもててたけで　心にわからなんたやろ　なにもおも
ふ事いらん　よふしやんしてみよ　たねをゝろしてをいて　こ
としハよふてきたへ　これよふきゝ」（120 ウ）
わけて　たのしめへ　ふそくおもいかけたら　なんほても　
ふそくおもわんならん　三十日ためしてくれ　そふしたらすみ
かや　わかりたらふそくもいらふまい　よろこぶ里をはやへ
　いそいでへ　こふてありました　これからわへこふなり
ます　さきわこふなりますと　一ツへくゝりの里をそなへに
やならん（121 オ）
47　明治廿九年九月八日　吉岡榮藏妻さと三十三才　身上御願
さあへたずねるじ上へ　身のところでわ心ゑん　いかな事

上たすねる　とふゆふ事でなる　とふゆふものである　日々の
事上であろ　このじ上よふきゝわけにや　わかりがたない　人
間それへなからへて　じ上の里わ心にもつて　じ上だんへ
日からたあたる事上のところ」（121 ウ）
よふきゝわけにやわかりがたない　よふおもてみよ　これたけ
の事あろふか　これたけのじ上　日々の事上　これだけありそ
ふなもの　日々の処どふもしるしない　とふ一ツきゝなをし　
とりなをし　もふ身上たいへん　事上一時であろまい　なれと
内々しやん定めてくれ　日々いんねん事上　いんねんさとす所
　せかい又内々一ツきゝわけ　あいそつ」（122 オ）
かしやない　よふきゝわけてくれよふ
48　明治廿四年十月廿九日　瀬戸新七倅吉藏　身上御願
さあへ身上の処　たづねるじ上　一時の処では　何かの処わ
かろまい　身の内不足どふてあろ　みちへとおもふ処　内々
わかろまい　わからんけれバよふきゝ」（122 ウ）
わけて事情さとれ　一時の処になりて　どふとさらへもたづ
　一寸はむつかしい事であろ　なれど　なにもむつかしい事ハ
ない　身の内わからん事ない　心だいときゝわけ　めんへな
す事ならんハ　よふきゝわけ　あざやかならにやならん　よふ
きゝわけ　ならんやない　なれとならんといふは　心あとや
さ」（123 オ）
きなんたるり　さらへもたず　いんねん事情さとす里から、
うちへあらためばならん事あろふまい　よふきゝわけてくれ
るよふ　これ一ツさとしおくによつて
49　明治廿三年九月廿三日　小梶与兵衛三十六才　身上御願
さあへ第一身上、事情尋ねる　長らへて」（123 ウ）
どふも一時身上ふ足なりて　一時といふ　たいていはなしの里
もきかしてある　身の処とふいふものと思ふ　長らへてしんし
んすれども　身上の処とふゆふものと思ふへは一ツの里であ
ろふ　よふきゝわけ　親が子供にくい親はあろふまい　助から
にやならんか一ツの里　それに身上ならん　云ふはよふきゝわ
け　めんへの身上ほと大事なものはあろふまい　大事な身上
ふ足なるは　いんねん一ツの里　いんねんの」（124 オ）
里といふてはわかろまい　わからんから　たんのふ一ツの里が
第一　世上の里をみてたんのふと心定めるなら　前世一ツのさ
んけとなる　よくきゝとつて　さとしてくれ（124 ウ）
（125 ウ）は白紙。このあとに、おふでさきのお歌が記され
ている。最初は、九号 36下の句。以下、九号 36上の句、九号
35 下の句、九号 35 上の句、九号 34 下の句、九号 34 上の句、
九号 33下の句、九号 33上の句とあって、続いて、上の句と下
の句が逆になって、九号 31、30 と記される。
（127 オ）は白紙。続いて、八号 86―81 が同様に上下逆に
記されている。さらに、八号 75、64―61、59―58、54、52、
37、33―30、10―７が記載されている。最後の八号７のみ、
上の句から書かれている。
吉岡辰蔵「神様一条御噺之写」（明治 23年 4月）の翻刻は以

上である。長々と「おさしづ」の翻刻を試みた。このほとんど
は『おさしづ』書に掲載されているものであるが、その本文に
おいて、かなりの違いを認めるものもあり、ほぼ正文と同様の
ものもある。この翻刻の意図は、こうした「おさしづ」の写しが、
いろいろなところに見受けることができるが、その分布を考え
るための基本としたいとの思いから、試みたものである。
もちろん、吉岡辰蔵氏のこうした「おさしづ」の写しは他に

もあるが、とりあえず一番古いもの、というところでこの写し
を選んだものである。


